






































































































































































































カテゴリー 第 1軸 第 2軸 第 3軸
人 との関 り ない 0.6589 0.52218 -1.08801
ある -1.74448 1ー.38748 2.89209
自然との 関 り ない -0.76557 0.73339 0.08382
ある .66012 -1.59038 0ー.18184
棉 .仏 との 関 り な い 0.30813 - .36563 0.06805
-0.13088
ある -0.59235 2.62513
自分を見つ める ない 0▼92356 0.218832 1.06997
ある 1ー.92286 -0.60027 2ー▼22773
文化 .歴史を知る ない -1.30917 】0.37744 -0.22376
あ る 1.85978 0.5362 0.31781
宗 教 の有 無 ない 0.36378 -0.47396 -0.9974
ある -0.49471 0.64452 1.35623
宗 教心 重 要性 ない -0.56524 -5.2 223 -0.9 638
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ものと考えれば、ニューエイジ的な高次の自己が超越的な存在へと接合されるとするコスモロジー
に適合的な軸の一種と解釈してみよう。 さらには、下方に向かえば、次第に他者性や文化・歴史性
の性質が強まるような軸である。 したがって、自己の内的自然と外的自然へと方向と、他者との関
りや文化歴史的な外部世界に向かう方向を弁別している軸と解釈される余地があろう。 他方、宗教
的スタンスを中に挟んで、「自分を見つめる」と「人との交流」が逆方向に配置される構図は、「自
己・他者弁別」軸としての側面もある。 したがって、第3軸は、両極端の項目からみれば、「自然・
文化対立軸」と見られるし、中位の項目配置から見れば、「自己・他者弁別軸」としてみることもで
きる。
もっとも、「自己・他者弁別」に関して言えば、坂東巡礼の場合、四国遍路ほど、お接待や同行者
同士のコミュニタス的世界は濃密でなく、したがって、先に見たように、直接的な人との交流から
得られる経験は他の経験ほど重要視はされない。 しかしながら、過去に生きた間接的な他者世界で
ある「文化歴史」に関しては、坂東巡礼経験で得られるもののトノブ項目である。 自然との関わり
についても、ニューエイジ的スピリテユアリティにおいては、「本当の自己」の追求のひとつの終着
点が神聖なる大宇宙との一体感にあるとするなら∴第3軸は「自然・文化弁別」軸というよりも、
「自己・他者弁別」軸と解釈した方がより分かりやすいかもしれない。 とはいえ、全体を明確に貫く
ベクトルが容易に認定できないことから、この第3軸は補助的な軸と位置づけるべきであろう。
さて、これまで見てきたように、数量化Ⅲ類の3つの軸解釈分析の結果、2つのファクター、すな
わち<環境.主体>ファクター、<理念. 実在>ファクター、そして補助的な<自己・他者>ファ
クターが基底において作用しているのが、坂東巡礼者のスピリチエアリティ的メンタリティの世界
ではないのかという、とりあえず大まかな知見を得ることができたと思われる。 坂東巡礼者に見ら
れるスピリテユアリティ、すなわち、「個を超える存在」との神聖な「つながり」の「感覚」は、こ
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の3次元ないし3ベクトルが複雑に交錯している場の中で、生じているものではないか。こうした潜
在的構図こそ、軸解釈により得られた第-の結果であるOだとするなら、これらのファクターがど
のように交錯しているものなのかが次に問われなければならない課題である。そこで、以下では、
これらファクター間の相互関係(類似度、ポジショニング)について検討してみることにする。
相互関係の分析作業は、カテゴリー群の類似度を検討することによって見ることができる。
ここ
では、前述した補助的な第3軸を割愛し、第1軸と第2軸からなる座標系へのポジショニングを通し
て検証してみる。
図4は、第1軸(環境・主体弁別軸)と第2軸(理念・実在弁別軸)をクロスさせた座標軸に各カ
テゴリーの座標(それぞれのカテゴリースコア-)をプロットしたものである。
さて、この第1軸と2軸のクロス座標系の第1象限は、理念的かつ環境的世界である。理念的な環
境世界は、主体外部の「文化・歴史的環境」を指すものと解釈できる。これにたいして第2象限は、
理念的かつ主体的な空間である。主体形態の個人的と集合的とを問わず、この空間はいわば創造的
で構築主義的な理念世界で、思想・イデオロギーなど、典型的には「世界観」「コスモロジー」の空
間であろうoまた、第3象限は、主体的で実在的な空間であるから、経済・生活など、典型的には
「世俗的人間世界」とも解釈できる。最後の第4象限は、実在的な環境世界であり、「物理化学的自
然界」を指すものと考えてよい。
そこで、こうした座標空間に、各カテゴリーがそれぞれの位置を占めていることになる。ここで
カテゴリー間の距離が近接したもの同士をひとつのクラスグループとして纏めると、それぞれ曲線
で囲まれた3つの領域が形成される。第1グループは、「神仏との関り」、「宗教の有無」、「宗教心の
重要性」、そして「文化・歴史との関り」の各カテゴリーからなるoこれらは、広く文化的変数とし
てくくることが可能である0第2グループは、「自分を見つめる」、「人との関り」からなるもので、
このグループは自己・他者の社会的/パーソナリティ変数として一括されるだろう。とりわけ、こ
の場合の「自己」とは、日常的な自己というよりも、日常的自己を越える「本当の」「より高次の」
の自己を意味しよう。
他方、第3グループは、「自然との関り」のみからなる自然変数としてみることができる。もっと
も、「自然」には、前述のように「内なる自然(身体)」と「外なる自然(自然環境・宇宙)」が含ま
れていると考えることが、スピリテユアリティの場合は重要である。
以上を総括するならば、「環境・主体弁別軸」「理念・実在弁別軸」からなる意味空間においては、
1)文化領域、2)社会・自己領域、3)自然領域、の3グループが認定できることが明らかとなる。
すなわち、今回調査データが示しているのは、坂東巡礼者のスピリテユアリティを構成する「個を
超える存在」は、大別して上記のような3つのグループから成り立っていると見られることである。
さらに、以上の3分野は、坂東巡礼に限らず、四国遍路や西国巡礼などの巨大巡礼においては、
同様に見られる構成要素である。とりわけ、四国遍路の場合は、1)約1200年にわたり継承され続
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図4カテゴリーのポジショニング(第l軸×第2軸)
第2軸[重罰
[壷]第1軸
けてきた遍路文化の歴史、2)遍路道や札所や善根宿等に見られる接待文化における他者との交流、
3)海沿いの遍路道や山岳・田園・街中等に立地する札所、など、坂東巡礼よりもさらに適合するケ
ースであろう。
Ⅳ結論と展望
これまで見てきたように、本論では、巡礼者のスピリテユアリティにおける「個を越える存在」
に焦点を当てて、坂東巡礼調査のデータを林の数量化Ⅲ類による多変量解析にかけることにより、
これを規定していると思われる3つの基底的軸が導出された。 すなわち、①「理念・実在弁別軸」、
②「環境・主体弁別軸」、③「自己・他者弁別軸」の3ファクターである。 これら3つのファクター
が、巡礼者のスピリテユアリティを背後から方向付けていると推論されることを検証してきた。 今
後、この3ファクターそれぞれの内実と、相互にどのように関連しているかがさらに仔細に検討に
付される必要があるだろう。
これに関連して、前記①と(参の2つのファクターが織り成す次元においては、巡礼者にとって
「個を超える存在」に関連するものが、主として、「文化・歴史」、「自己・他者」、「自然」の3グル
ープからなることが示唆される実証的知見が得られた。
こうした知見によれば、一般に、「個を超え
る存在」として、自己の内奥(高次の自己)、他者、集団・組織、制度、国家、理念、文化、歴史、
人類、動物、生物、生態系、大自然、宇宙、神仏-など多様な存在が想定されようが、これらは、
いずれもほぼ上記3つのグループのいずれかに帰着される可能性が示唆される。
以上のような洞察は、直接的には現代坂東巡礼者に関するものであるが、すでにI節で指摘した
ような坂東巡礼者の特性からして、四国遍路をはじめ日本の現代巡礼者一般にもかなりの程度は敷
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街しうるものであるoさらには、こうした知見の一部は、巡礼という特定ジャンルの人々に限定す
ることなく、スピリテユアリティの性質をあらわにしつつある人々一般にも適用できる可能性もあ
るだろう。
Heelasによれば、スピリテユアルな動向は、主として制度的宗教の外部に位置する無神論者など
のような世俗化に向かわない一群の人々に見られるのみならず、制度的宗教内にとどまっている
人々の一部にも同等の傾向が見られることを二つのHSとしてシンボライズしている(13)さらに、
近代後期の過程においては、この動向がさらにグローバル化してより一般化した社会的趨勢となる
可能性を否定できない点もあろう(14)。広範囲の分野にわたったスピリテユアリティに関する仔細な
検証が要請される所以であるoこの意味でも、ますますグローバル化する巡礼者のスピリテユアリ
ティに関する検証作業は重要な課題のひとつといえよう。
注
(1)本論は、調査報告書『現代における坂東三十三所観音巡礼』(2007)第Ⅷ章2節「坂東巡礼者とスピリテユ
アリティ」(坂田)で得られた結果を、さらに仔細に検証し、スピリテユアリティ一般の検討に向けて再考
したものである。
(2)これらの動向に関しては、巷にあふれる現代巡礼記の多くが物語っているが、われわれの坂東調査や四国
遍路調査においてもこの傾向が明瞭に読み取れるoちなみに、今回調査では、後述するように「宗教・信仰
なし」とするものが、全体の57.1%にも上っている(早稲田大学社会学研究室編2007年を参照)0
(3)たとえば、カスパートの道(St.cuthbert'sWay)は1990年代半ばに、スコットランド・イングランドの
境界地域ウオーキングプロジェクトおよびテイル渓谷ツーリズム推進協議会が共同して、7郎己の著名なリ
ンデイスファーン修道院長であった聖カスパートが信仰上辿った聖跡を結ぶ道をウオーキング・ツーリズム
のために開設したものである(SmithandShaw,1997)c
(4)一般システム論的アプローチは、他水準の諸システム一般の特性を対象とし、システム間の階層構造を解
析する目的で展開された視座を持っているので、こうした問題-アプローチするには現在でもなお有力なパ
ラダイムである。 「個を超えた存在」の文脈からすれば、Koestler,A.(1968)のホロン論パラダイムにおけ
る「統合化傾向」の議論はかなり良く対応するものであろう。
(5)ニューエイジのホ-リスティックで多次元的な諸傾向については、Hanegraaff,W.J.001)、Hammer,0.ら
をはじめ、その多様な形態を論じている論文集、Rothstein.M.(ed)2001、が参考となる。
(6)われわれの調査では、巡礼動機の約1/3(32.1'は百観音巡礼動機によるもので、「家内安全」「健康」
動機についで第3位に位置している。
(7)必ずしも崇拝対象の種類にこだわらない「メタ巡礼」(個々の札所聖地の巡礼というよりも多様な巡礼コ
ースそれ自体の巡礼)は、近年のグローバルなスピリテユアリティ特性を持つ巡礼者に特徴的な-タイプで
ある。 四国遍路でも、一方では、四国遍路に酎ヒしてリピーターとなり、100回遍路行を越す伝統的な遍路
が珍しくないが、他方では、四国、西国、坂東、秩父をはじめ、その他の仏教巡礼聖地のみならず、サンチ
ヤゴ巡礼やルルド巡礼などのキリスト教巡礼地やイスラム教聖地をもめぐる「メタ巡礼」者が近代ツーリズ
ムの進展とともに増加しているoニューエイジに顕著ないわゆる「スモーガスボード」的、多元的、ホJ)
スティックな特徴といえる。
(8)今回調査では、約7割(66-9%)の巡礼者がマイカー巡礼者である。
(9)男性、若年層、有職者が多いことは、スピリテユアルな傾向が増幅しやすいことを示唆している点に留意
I/--い。
(10)本分析では、山本嘉一郎によるSPSS版GUI数量化理論プログラムを使用した。
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(ll)福島、栃木、茨城3県にまたがる二十一番札所の八溝山日輪寺は、坂東巡礼コースの北限に位置する標高
1000mを越す難所中の難所である。
(12)6年ほど前にはそれなりにあった講巡礼(早稲田大学社会学研究室、2000、『現代における坂東観音巡礼と
巡礼の道』では、5.5%程度)も、今回調査では激減していることが判明している(早稲田大学社会学研究
室、2006、『現代における坂東三十三所観音巡礼』)。
(13)Heelasによれば、現在のスピリテユアリティは、二つのHSに象徴されるという。すなわち、ニューエイ
ジに典型的に見られるHigherSelf(高次の自己)と伝統宗教内部に見られる一神論的なHolySpirit(聖霊)
の二つであるHeelas,P.,2002,p.370参照。
(14)Beckford,J.(2003:109)では、globalspiritualityの出現について言及されている。
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